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保
団
連
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク　 

歯
科
・
介
護
報
酬
で
厚
労
省
要
請

　

人
の
話
を
聞

く
こ
と
は
民
主

主
義
の
出
発
点

だ
ろ
う
。
格
差

と
貧
困
は
人
類
の
最
大
の
課

題
で
あ
る
。
大
き
な
課
題
の

解
決
に
は
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
や
独
裁
で
は
な
く
、

時
間
が
か
か
っ
て
も
民
主
主

義
の
シ
ス
テ
ム
が
有
効
な
は

ず
だ
。

　

以
前
、「
猫
で
も
飼
い
た

い
」
と
私
が
つ
ぶ
や
く
と
、

清
潔
好
き
の
妻
は
「
私
が
死

ん
で
か
ら
に
し
て
よ
」
と
毒

づ
い
た
。
そ
ん
な
折
、
学
生

時
代
に
下
宿
で
飼
っ
て
い
た

息
子
が
、
卒
業
後
に
猫
と
と

も
に
帰
阪
し
た
。
猫
は
我
が

家
の
権
力
構
造
を
す
ぐ
に
理

解
し
、
妻
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

考
え
た
。
ど
こ
か
で
カ
エ
ル

を
捕
ま
え
て
き
て
献
上
し

た
。
妻
の
悲
鳴
に
当
惑
し
た

猫
は
も
っ
と
「
豪
華
」
な
贈

り
物
を
考
え
た
。
蛇
で
あ

る
。
忖
度
を
誤
っ
た
猫
は
激

怒
し
た
女
帝
に
追
放
さ
れ
そ

う
に
な
っ
た
。

　

欧
米
で
花
開
い
た
民
主
主

義
は
議
会
制
度
を
発
展
さ
せ

ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
の
国
々

に
も
根
を
下
ろ
し
て
き
た
。

安
倍
首
相
は
行
政
監
視
の
役

割
を
持
つ
野
党
の
質
問
が
嫌

い
の
よ
う
だ
。
議
会
軽
視
の

暴
走
を
止
め
る
の
も
民
主
主

義
の
力
に
違
い
な
い
。

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内

要望書を保険局・大平貴士医療課主査（右）に
手渡す吉田氏（左）、川村氏（中央）＝11月９日、
国会会館　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
、「
か
強
診
」
な
ど
の
歯
科
診

療
報
酬
、
介
護
保
険
の
電
子
レ
セ
プ
ト
義
務
化
問
題
で
そ
れ

ぞ
れ
改
善
を
求
め
て
11
月
９
日
、
厚
労
省
へ
要
請
し
た
。
大

阪
歯
科
協
会
の
吉
田
裕
志
副
理
事
長
、
兵
庫
協
会
の
川
村
雅

之
副
理
事
長
ら
が
参
加
し
た
。

質
高
ま
ら
な
い

　

不
合
理
な
施
設
基
準
の
問

題
な
ど
13
項
目
の
歯
科
診
療

報
酬
改
善
に
つ
い
て
、
保
険

局
医
療
課
と
懇
談
。
吉
田
氏

は
、「
か
強
診
」
の
届
出
医

療
機
関
に
認
め
ら
れ
て
い
る

加
算
点
数
や
処
置
は
、
す
べ

て
の
歯
科
医
療
機
関
で
提
供

可
能
な
医
療
行
為
で
あ
り
、

「
施
設
基
準
の
要
件
に
よ
っ

て
質
が
高
ま
る
も
の
で
も
な

い
」
と
指
摘
し
た
。
高
齢
化

が
進
み
地
域
包
括
ケ
ア
が
求

め
ら
れ
る
地
域
ほ
ど
、
病
院

歯
科
が
近
隣
に
な
く
、
歯
科

衛
生
士
の
雇
用
も
困
難
な
場

合
が
多
い
と
述
べ
、「
施
設

基
準
の
要
件
が
医
療
提
供
の

地
域
間
格
差
を
拡
大
し
て
い

る
」
と
抜
本
的
な
改
善
を
求

め
た
。
厚
労
省
は
、「
見
直

し
の
必
要
は
、
様
々
な
と
こ

ろ
か
ら
ご
指
摘
が
あ
り
検
討

し
た
い
」
と
回
答
し
た
。

　

吉
田
氏
は
「
医
管
Ⅱ
」
に

つ
い
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が

必
要
な
患
者
が
多
い
地
域
ほ

ど
、
歯
科
衛
生
士
が
就
業
し

て
お
ら
ず
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
が

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
言

及
。「
医
科
と
同
じ
よ
う
に

『
検
査
』
に
位
置
付
け
て
施

設
基
準
を
取
り
払
う
べ
き

だ
」
と
主
張
し
、
当
面
、
歯

科
衛
生
士
の
常
勤
の
規
定
だ

け
で
も
外
す
よ
う
求
め
た
。

　

医
科
・
歯
科
間
や
多
職
種

間
の
「
連
携
」
に
つ
い
て
、

歯
科
で
は
低
点
数
の
「
連
携

評
価
」
を
新
設
す
る
動
き
が

あ
る
こ
と
に
触
れ
、「
周
術

期
の
管
理
を
医
科
・
歯
科
共

同
で
実
施
す
る
た
め
の
情
報

提
供
な
ど
は
、
情
Ⅰ
で
正
当

に
評
価
す
べ
き
だ
」
と
牽
制

し
た
。

電
子
レ
セ
免
除
を

　

来
年
４
月
か
ら
の
介
護
報

酬
の
電
子
請
求
義
務
化
に
つ

い
て
、
免
除
届
を
来
年
４
月

以
降
も
受
理
す
る
よ
う
、
老

健
局
へ
要
請
し
た
。
吉
田
氏

は
、
医
科
・
歯
科
と
も
に
居

宅
療
養
管
理
指
導
費
を
算
定

し
て
い
る
医
療
機
関
の
ほ
と

ん
ど
が
紙
媒
体
で
請
求
し
て

い
る
と
指
摘
し
、「
義
務
化

を
す
れ
ば
多
く
の
医
療
機
関

の
介
護
保
険
請
求
権
を
侵
害

す
る
こ
と
に
な
る
ば
か
り

か
、
義
務
化
で
介
護
報
酬
を

諦
め
る
医
療
機
関
が
で
れ
ば

国
民
の
受
療
権
も
奪
う
こ
と

に
な
る
」
と
訴
え
た
。

「
か
強
診
」の
抜
本
的
改
善
を

11・16
中
央
行
動

診療報酬の引き上げ必要

長
尾
議
員

森
山
議
員

尾
辻
議
員

辰
巳
議
員

大
門
議
員

負
担
引
き
下
げ
訴
え

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
役
員
ら

　

保
団
連
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
11
月
18
日
、
大

阪
駅
前
第
４
ビ
ル
前
の
歩
道
で
「
保
険
で
良
い

歯
科
」
署
名
を
呼
び
か
け
た
。
各
協
会
か
ら
23

人
が
参
加
し
た
。
各
協
会
の
役
員
ら
が
マ
イ
ク

を
握
り
、「
窓
口
負
担
を
引
き
下
げ
よ
う
」
と

訴
え
。
署
名
入
り
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
布
し
た
。
署
名
49
筆
が
集
ま
っ
た
。

署名次々 梅田

来
の
健
康
に
大
き
く
関
わ

る
。
与
野
党
問
わ
ず
連
携
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。
署
名
は
大
門
議
員

と
辰
巳
議
員
、
山
下
芳
生
参

院
議
員
（
同
）
秘
書
に
各
３

千
筆
、
宮
本
岳
志
衆
院
議
員

（
同
）
秘
書
に
３
２
８
３
筆

を
託
し
た
。

　

ま
た
、
協
会
は
同
日
に
国

会
議
員
会
館
で
開
か
れ
た
診

療
・
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ

を
求
め
る
集
会
（
ド
ク
タ
ー

ズ
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
実
行
委
主
催
）
に
参
加
。

全
国
か
ら
医
療
関
係
者
が
集

ま
り
、
マ
イ
ナ
ス
改
定
の
阻

止
と
診
療
報
酬
の
大
幅
な
引

き
上
げ
な
ど
を
訴
え
た
。
衆

参
国
会
議
員
27
人
が
発
言
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

（
次
号
に
要
請
議
員
一
覧
）

を
医
科
よ
り
引
き
上
げ
た
。

歯
科
医
療
の
充
実
を
め
ざ
し

て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」

（
立
民
・
森
山
浩
行
衆
院
議

員
）、「
保
険
の
効
く
範
囲
の

拡
大
、
診
療
報
酬
の
引
き
上

げ
な
ど
歯
科
の
現
状
は
十
分

承
知
し
て
い
る
。
紹
介
議
員

は
個
別
に
判
断
で
き
な
い
が

前
向
き
に
検
討
し
た
い
」

（
同
・
尾
辻
か
な
子
衆
院
議

員
）
と
話
す
な
ど
高
い
関
心

を
示
し
た
。

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
」
署

名
の
紹
介
議
員
を
引
き
受
け

た
大
門
実
紀
史
参
院
議
員

（
共
産
）
と
辰
巳
孝
太
郎
参

院
議
員
（
同
）
は
、「
歯
科

の
診
療
報
酬
は
不
当
に
低
く

抑
え
ら
れ
て
い
る
。
抜
本
的

な
引
き
上
げ
が
必
要
」「
子

ど
も
の
歯
列
不
正
問
題
は
将

　

協
会
は
与
野
党
の
議
員
・

秘
書
に
「
国
民
の
健
康
増
進

や
医
療
費
削
減
の
た
め
に

も
、
歯
科
医
療
の
予
算
を
増

や
す
べ
き
だ
」「
子
ど
も
だ

け
で
も
矯
正
を
保
険
に
適
用

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
要

請
。
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

や
保
険
範
囲
の
拡
充
、
患
者

負
担
の
軽
減
を
訴
え
た
。

　

面
談
し
た
議
員
は
、「
要

請
内
容
は
理
解
で
き
る
が
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
か

ら
見
る
と
消
費
税
の
引
き
上

げ
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え

る
」（
自
民
・
長
尾
敬
衆
院

議
員
）、「
歯
科
の
重
要
性
は

よ
く
理
解
し
て
い
る
し
、
民

主
党
政
権
時
代
に
は
改
定
率

　

財
務
省
が
診
療
報
酬
２
・
５
％
以
上
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

を
主
張
す
る
な
か
、
協
会
は
衆
院
選
後
の
国
会
へ
歯
科
医

療
の
充
実
を
訴
え
る
た
め
、
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
保
団
連
）
が
11
月
16
日
に
主
催
し
た
中
央
要
請
行
動
に

参
加
し
た
。「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」
の
実
現
を
求
め

る
請
願
署
名
１
万
２
２
８
３
筆
と
、
診
療
報
酬
増
・
窓
口

負
担
減
を
求
め
る
歯
科
医
師
署
名
を
持
参
し
、
大
阪
選
出

の
国
会
議
員
へ
要
請
し
た
。 

（
３
面
に
関
連
記
事
）

衆
院
選
後
の
国
会
へ
要
請

署
名
を
協
会
ま
で

保
険
で
良
い
歯
科

12
月
国
会
へ

　11月末の期限で取り組んでき
た「保険で良い歯科」署名を12
月に国会に届けます。協力いた
だいた署名がお手元にありまし
たら、協会までお送りくださ
い。返信封筒が必要な場合は協
会まで（06-6568-7731）

署
名
を
呼
び
掛
け
る
辻
本
勝
副
理
事

長
＝
11
月
18
日
、
梅
田　
　
　
　
　

共済部

保険医年金・一時金保険医年金・一時金
の年内着金についての年内着金について

　一時金の年内着金をご希望
の方は、所定の請求書を12月
14日（木）協会必着でお送り
下さい。受取額が1000万円以
上の場合は、本人確認書類と
して「運転免許証」もしくは
「健康保険証」の両面コピー
が必要です。なお、一時金着
金が年始でも、保険会社が12
月29日に支払い手配した分は
今年の所得となりますのでご
注意下さい。


